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最近における出生と死亡の相関関係
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        序  言

 世界の文明国は近年の公衆衛生の発達によって

死亡率は年U低下の一途をたどり，地域的にも社

会階層的にもその変動の巾をちぢめている。一方

出生率も第1次世界大戦後はとくに加速度的に低

下し，人口減退の危機が叫ばれたが，第2次世界

大戦後は一時やや回復し，その後再び下降の途に

向っている．すなわち一般に多産民謡から少産少

死への道をたどっているといえる．しかし世界各

国の出生率と死亡率は必ずしも平行関係にはな

く，生活水準もたかく領土資源も豊かなカナダ，

USA，オーストラリア，ニェージーランドなど

のいわゆるfrontier countriesはかなり多産で訂

正死亡率でみるとむしろ多産少死でさえある．

 わが国の出生死亡の関係も交化の歩みとともに

多産多血から少産少死の方向にむかってきた．第

2次世界大戦後も，敗戦直後の数年高出生率をみ

たが，その後は両率とも平行して急激に低下をつ

づけてきた．しかし近年いずれもやや停滞を示

し，とくに昭和33年以後大部市を含む地域の出生

率はやや上昇の傾向をみせている（図1）．そのた

め出生率の地域格差はちぢみ，最近ではこれらの．

地域が他の農村県より高率を示しているのが注目

される．

 交明が出生を減退させることはすでに経験的事

実であり，これに関する学説は種々1）あるが，わ

が国の揚合，都会の社会経済的環境因子の圧迫が

つよく，単なる都会入の生活意識や行動以上のも

のが出生の制限を余儀なくさせていることが考え

られる．また公衆衛生とくに環境衛生の地域格差

は現在のところまだ都市に良好で，乳児死亡や若．

年の感染性疾患による死亡を減少させる．以上か

ら考えて，現在のわが国では多産真死，少産少死1

の地域的分布が想像され，都道府県の両率闇の関

係も当然正の相関が考えられる．そこで先にのべ

た都市的地域の出生率の上昇も，近年の農村産業

構造の変化にともなう大都市への生産年令人口の

大移動によるに何らか人口学的要因によるもので

表1 世界各国の死亡率，出生率（人口1，000対）1962年

           昭40．厚生の指標12：11（国民衛生の動向）より

日 本

粗死亡率

出 生 率

訂正死亡率1｝

7．5

17．0

6．5

    
カナ列ア・リカ

7．72）

25．3

5．52）

9．5

22．4

6．0

セイロン

8．6

35．82）

8．63）

フランス

11．5

ユ7．7

5．6

西 独

11．3

18．2

6．0

   『イソグラ
オラソダソドウェ
   ールズ
8．0

20．9

4．7

11．9

18．0

5．7

オース、i一＝．．一ジ｝

… 1一・・ド

8．7

22．1

8．9

26r2

… 5・司

注：！》昭ユO．N本人口を基準 2） 1961年 3）1960年
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   兵・庫、京都。

   農才才県と～ま鹿レ宅島、秋田、茨城、岩手、青森。

     （昭和40年，国民そエ生の動向よリ）

図1．地域別出生率，死亡率の年次推移（粗率）

        昭30～38

あり，先進国にみられる本質的な高出生率とは考

えられない．その分析のためには，死亡率，出生率

を人口の年令構成を訂正した関係でみればよい．

近年の都道府県別訂正死亡率2）”9）や標準化出生率

についての研究や，人口移動の影響に関する人口

学的研究は数多いが，両者の関係を考察した論文

10）11）は少ない．著者らは近年わが国の46都道府県

にあらわれる出生率と死亡率の外見上の関係を年

次的にみ，かつその人口構成をこえた真の関係を

資料のゆるすかぎり追求しようとおもう．

         資料と方法

 戦前の昭和10年および戦後の昭和23年より（昭和22年

は復員，引揚などによる人口の不安定を考慮にいれて見

合わせた．）昭和38年までの半年の人口動態統計より，

昭和39年は昭和40年国民衛生の動向（厚生の指標12巻11

号）の概数よりの人口1，000対の都道府県別出生率およ

び死亡率（これより粗出生率，粗死亡率とよぶ）を資料

として，両三間の相関係数を算出し，その年次推移をみ

る．

 次に角田2）による昭和10年，25年，30年，35年の都道府

県別標準化（訂正）死亡率（標準人口は各年度の全国人

口）と，同年の人口動態統計および国勢調査報告より算出

した15～49才女子人口1，000対のgeneral fertility rate

（妊孕出生率）とについて，その年の出生率，死亡率間

の相関係数を算出し，粗率間の相関係数と比較検討す

る．相関係数はすべてSpearman’s rank correlationに

より，出生率，死亡率の順位’は，率の低いものより高い

ものへと1～46位まで都道府県を順位づけた．公式は次
           6 （XdZ・）
                （d＝両系列の順のものである．r。＝1－
           N （N2－1）
位の差，Nは個体数）．

 さらに昭和37年については，総理府統計局にて借用し

た就業構造基本調査のための推計人口の原表，および昭

和37年人口動態統計より訂正死亡率，および女子人口の

年令構成を訂正した訂正出生率（配偶についての訂正は

してない）を算出して，最近における出生と死亡の真の

関係をみ，粗率間の相関係数と比較検討した．標準人口

はいずれも昭和37年全国人ロを用いた．

 なお同年度については詳細に，粗率と訂正率の出生と

死亡の関係において，全国を基準にして多産多死，少産

少死，多産少死，少忌寸死などに，都道府県を分類し，

地域的特徴を観察した．

         研究成績

 第2次世界大戦直後数年のベビーブームの期間

を経て，昭和22年人口1，000対34．3の出生率は，

昭和32年17．2と10年間で半減し，そのめざましい

下降ぶりはまさに世界の驚異の的となっている

が，昭和33年以後はやや逡巡しがちで上昇の気配

さえ晒している．

 死亡率の：方は，戦後昭和22年14．6より順調に下

降をつづけ，昭和33年以後，数年逡巡ののち再び

下降しはじめ，昭和39年6．9と，ついに7を割っ

た（表2）．

 その期間の粗出生率，粗死亡率間の関係は，横

断面において都道府県別の両率の相関関係として

みた場合どうであろうか．

 L 粗出生率と粗死亡率間の相関

 表2に示すように，曲率間の関係は昭和30年頃

まではある程度の平行関係が認められる。とくに

昭和25年，26年頃は0．5程度のかなりの順相関が

みとめられる．その後，年とともに次第に順相関

の度はうすれ，昭和32年以後は（一）とかわり徐

徐にその度を増し，昭和34年以後は有意となり，

さらに昭和38年，39年は0．7以上の逆相関をみる

にいたる．

 以上戦後わずか17年目間に，多産多死，少産少

死であったわが国の出生率と死亡率の地域的関係

は逆：転して，一見，多産少死，少下多死の関係に

転じたわけである．このように，徐々ではあるが
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表2 全国出生率，死亡率と都道府県別席

  率間の順位相関の年次推移

   出生率  死亡率
鞭1（人 口1，000対）（如嗣

罐ll瞳i｝｝li1
23

24

33．4

33．0

11．9

11．6

25 28．1 10．9

26 25．3 9．9

27 23．4 8．9

z， 1一，・i 8．9

29 1 20．0 8．2

粗率間
の相関

O．354

O．371

O．385

O．452

O．561

O．357

O．270

O．387

30 10J．4 7．8 O．266

31

32

18．4 8．0 O．065

17．2 8．3 1－O．081
T．4MM’1一 ：61．’1｝iEi2

訂正二
間 の
相 関
O．300

O．657

O．631

33

34

18．0

17．5 7．4

35 17．2 7．6

36 16．9

37 17．0

7．4

7．5

38

39

17．3

17．6

7．0

6．9

一〇．368

一〇．566 O．695

一〇．647

一〇．650 O．628

一・・7些」

一〇．785 ［

あまりにも短期間での逆転は，地域の出生力や死

亡の状態の本質的な変化とは考えられず，何らか

の人口要因によることが想像される．

 Il・訂正出生率と訂正死亡率間の相関

 最近になるほど著しい粗出生率と粗死亡率の計

図2．昭和25年死亡率と出生率の相関

相関を思いあわせて，近年の出生率の．上昇傾向が

とくに東京，大阪，愛知などの大都会を含む地域

に著しいことにより，demographicな影響をまず

考える．そこで昭和10年，25年，30年，35年の国

勢調査年度については，角田の標準化（訂正）死

亡率と15～49才女子人口1，000に対する general

fertility rateを算出したものについて，その間の

順位相関をみる．さらに最近昭和37年度について

は，推計人口を用いて訂正死亡率と訂正出生率を

算出し，同様の相関をみた結果は同じく表2の右

欄にみられる．すなわち，戦前の昭和10年は粗率

と訂正率の間で，順位の移動がさほど著しくなく，

したがって相関係数もあまり変化がない．戦後の

訂正出生率，訂正死亡率間の相関はつねに相当大

きい相関＋0．6以上を示し，粗率間の関係の如何

にかかわりなく，ほぼ一月目正の相関を示すこと

は興味深い．したがって昭和25年，昭和30年では

（＋）の相関が粗率間の揚合より一段と大きくな

り，昭和35年，昭和37年では高度の逆相関が一躍

高度の順相関へと逆転するという興味深い変化が

みられる．zk島10）が昭和35年都道府県別の資料

で，純再生産率と50才までの女子の生存率との相

関で一〇．658を算出している成績と全く同様の結

果といえる．

  a）粗率間の相関 r＝十〇．452
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b）訂正率間の相関 ．r＝十〇．657

 ／6？F 一 ．VSIO

影…’ 一｝一皿罷11 死亡率
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             都道府県（死亡率・低一＋葛）

人
臣

δ
り

9
ご

 1皿・人口構成の訂正による出生率，死亡率の

順位の変動

 図2，図3の各a），b）に，昭和25年と昭和37年

．の粗率および訂正率における出生率と死亡率の関

係を示す．すなわち死亡率の低い県の順に死亡率

および出生率をそれぞれにプロットしてその関係

を示したものである．

 図2，a）は昭和25年の粗率聞の相関r＝十〇．452，

b）は訂正率間のr＝＋0．657の関係の図示である

 ／／

 fO

粗9
死θ

亡7
率6
父5
旦4
93
垂2
  2

図3．昭和37年死亡率と出生率の相関

死

が，年令構成の訂正によって死亡率の順位にさほ

ど変動がみられず，またそれに相当する出生率も

訂正による著しい変動もみられないため，正の相

関がやや大きくなったに過ぎない．すなわち，一

般に死亡率の高い東北，九州などに出生率も高

く，死亡率の低い東京，京都，大阪，兵庫，愛知

などの都市的地域や静岡，長野，山梨などの地域

に出生率も低いという粗率の関係が訂正してもあ

まり変らず，人口の年令構成による影響は最近と

a）粗率間の相関 r＝一〇．650

亡 率

＿一一塗旦z互堕立魂一一．一一＿＿一一＿＿」／8出
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！2／

！20
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出 生 率
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「ノ9き
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                                  0
轡轡兵騰前秋艦山鉱富君編干長山山三講諜轡紮雌凋石佐酬酷離
京川阪道知確岡岡森柾玉崎手阜R山馬潟験・奇ロ楚良構本師城⊥・茸郷岬劉順柵榔嶋

          都道府県（死亡率低→・高）
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b）訂正率間の相関r＝＋0・628
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都道府県（死亡率低一’高）

士ヒベればまだ比較的小さいといえる．

 図3，a）は昭和37年忌粗率間の相関r＝一〇．650，

b）はは同年の訂正率間のr＝十α628の相関の図

示であるが，粗死亡率と訂正死亡率の順位の変動

がきわめて著しく，それに相当する出生率も訂正

によって極端に順位を逆転する．

 すなわち，粗死亡率（図3，a））で比較的低順

位を占めていた北海道，東北，関東農村県の多く

は訂正すると（図3，b）），高順位に転ずる．た

とえば青森は10位一45位，秋田12位一46位，岩手

15位一44位，埼玉13位一43位等である．これらの

地域の出生率は高率のままにとどまる．また訂正

しても相変らず死亡率の低順位を保つ大都市を含

む地域の出生率は，大阪45位→8位，神奈川44位

一一12位，東京38位一2位，兵庫35位→！4位，愛知

42位一16位のように高順位から低順位へと逆転す

る．このほか，島根，鳥取，岡山の中国地方や，

高知や香川，鹿児島，和歌山等は死亡率の順位を

高一低，出生率では島根，鳥取，徳島高知など

が低一高へと，訂正によって逆転しているが，結

局，相関係数の逆転は東北，関東，大都市を含む

地域の外見上の多産少死が，前2者の多産多死，

後者の少産少死へと変ったためにほかならない．

すなわち表3のように粗率では少産少死，多産多

死の地域はきわめて少ないが，訂正したあとはそ

表3 出生と死亡の関係よりみた都道府県
      （日召禾037ゴF）

粗
率
間
の

関
係

少産少死

の地域
京都，醐顔

隊酵引綿㌘湯傷繋叢
臆智：鍛譲：蕪

膝：奥懸簸率

1    ：兵庫，愛知
l   i静岡，岐阜
i  ｛宮崎

扇1棘，藤静，岩手劇
正
率
間

の

関
係

川，京都，

大阪，兵庫
三重，岡山
広島，山口
福岡，山梨
長野

難蕩劉
千葉，福邦
長崎，佐貫
    i
    ’

潟取，鹿児
1島

注：少産少死は出生率，死亡率は1～17位まで．多

 産多死は30～46位まで．いずれか或いはいずれ
  も18位～29位に属するものは省略．

のような関係の地域が圧倒的に多くなることが相

関を（一）から（＋）へと逆転させたのである．

         考  察

大正期後半より，すでにゆるやかな下降を示し

ていたわが国の出生率は，第2次世界大戦後の一

時的ベビーブームを経たのち，空前の低下率で低

下を急ぎ，同様に戦後にたゆみなく下降する死亡

率と平行して下り，近年いずれもやや停滞を示し

ているが，全体としてはわが国の人口は，C．P．
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Blaokeri2）の「人口の型」によれば，いわゆる第3

の段階「おそい膨張の段階」一低下する出生率

とそれ以上に低下する死亡率一になり，第4の

少産少死の安定の段階へと急速に歩みをつづけつ

つあると老えられる．もちろんわが国の最近の出

生率の低下には多分に人為的なものが作用してい

るが……．このような粗出生率と死亡率の平行し

た全国の年次的な傾向からも，各年の：地域的な出

生，死亡の分布の横断面の間にも正の相関を示す

ことが当然想像される．すなわち，わが国の多く

の農村的地域が従来高出生率と高死亡率をもち，

少数の大都市を含む都府県が比較的低い出生率と

さらに低い死亡率をもっことから当然であろう・

 婦人の生産力は，人口が農村より都市に流れる

揚合，その前後で同一でなく，常に都市に移動し

た婦人の生産力は，都会人の生活意識や行動によ

り低下することが内外の文献13）にもみられるとこ

ろであるし，従来わが国の都市，農村の出生率にも

経験的にみられている．現にわが国の都会の現状

では，挾い住宅，夫婦共稼ぎを伴う小家族制を余

儀なくされ，家族計画の普及や人工妊娠中絶の簡

易さも加わって，都会婦人の出産力は人為的に抑

制されている．それは都会の生活意識などに原因

をもとめるより，さらに深刻な社会問題4）を含ん

でいるようである．しかしながら，以上のような

多産二死，少産少死の平行関係は，実際には，粗

出生率，粗死亡率にみるかぎり昭和31年既に失わ

れ，昭和32年以後はマイナスの度を次第に増し，

昭和35年以後は一〇．6以上の強度の逆相関を示し

ている．すなわち人口晶晶の差がさほど大きくな

い間は，環境衛生や都市農村の文化の格差がその

まま出生率，死亡率の高低となってあらわれ，そ

のまま平行関係となってあらわれる．その平行関

係の度は，都市農村の文化の格差がまだ昨今ほど

でない戦前の昭和10年や，戦争直後の混とんの数

年間は比較的低い正の相関を示し，戦後，都市的

地域に公衆衛生の成果のジヒがあらわれはじめた昭

和25年，26年ごろが正の相関が高度になることも

うなずける．その後次第に正の相関が小さくなり，

昭和32年についに（一）に移行し，その度が急テ

ンポで増大したのは，農村の産業構造の変化にと

もなう都市への生産年令の移動が，はじめは徐々

に，次第に急激に進んだためのdemographicな

影響の結果であることを如実に示している．昭和

35年国勢調査によれば，人口の府県間移動の65％

は15～25才の労働力人口であり，常に男が多いが，

20～24才では女子が多いという，流入人口の56

％は6大都市が占め，46都道府県中の34県は流出

超過である14）．昭和37年の出生率を，年令構成を

訂正した場合高率から低率に変わるのは，これら

流入人口超過を示す6大都市を含む地域や，北海

道，埼玉，岐阜などで，ほとんどの県は出生率は

訂正により幾分高率となる． （訂正出生率との比

較のためには女子人口1，000に対する粗出生率を

算出して用いた．）とくに島根，鳥取，徳島，そ

の他中国，四国の地域は前述のように順位は逆転

する．これらは青年二人口は流出のため少なく，

老年人口の大きい地域である．東北，九州の県は

出生率は訂正してもなお高順位のままで本質的に

出生率の高いことを示している．一：方死亡率は，

年令構成を訂正しても大都市を含む地域の低順位

は変らない，死亡率の改善のような公衆衛生行政

の浸透が都市に行なわれやすいことを示してい

る．北海道，東北諸県，関東農村県など，とくに

老年人口の少ない東北では，全般的に死亡率の低

下してきた近年その人口構成の特徴が強く影響し

て，一見低死亡率のようにみえるが，訂正すると

高死亡率となり順位が逆転する．逆に近畿以西，

中国，四国の多くの県が若年人口の流出や老人人

口の比較的過大のため，見かけ上の高率から訂正

亡率では低率へと変化している．以上のうち相関

係数の変化に参加するのは主として6大都市を含

む地域の出生率．と，東北，関東の死亡率の変化で，

中国，四国，九州などは人口の構成の訂正により

出生率は低くなり，死亡率は高くなって，その順

位は逆転するが，結局差引き相関係数を逆一正へ

変換する点に関与しないことは前に述べたとおり

である．

 以上のように，粗出生率，死亡率を単に入口の

年令構成を訂正するだけで大都市を含む地域では

出生率が，東北，関東などの農村県では死亡率が，

また近畿以西とくに中国，四国などでは両率共
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にその順位を逆転し，はじめて本来の関係にもど

り，現在わが国の出生と死亡の関係が今なお多産

多死，少産少死の平行関係を保っており，近年一

見上昇するかにみえる大都市都府県の出生率の正

体も，単に生産年令人口であり，さらに人口再生

産年令人口である青年層人口の都市二二の結果と

判明した．このように粗率と訂正率の間の関係は

出生，死亡ともに近年とくにへだたりが大きく，

とくに死亡率での関係は，角田2）によれば昭和10

年0．795，昭和25年0．723，昭和30年0．323，昭

和35年0．125と次第にその相関をなくしている．

著者の昭和37年の順位相関では死亡率間で0．229，

出生率間で0．410であった．出生率の高低は，都

市，農村の格差をこえた気候，風土的な影響が大

きいため比較的相関を保つのであろうか．このよ

うな人口移動による農村，都市の人口構成のちが

いは今後もさらに拡大し，単に出生および死亡の

粗率をみただけでは，実際の地域の出産力を知っ

たり，健康の指標としての，また公衆衛生の成果

としての死亡の状態を知ることは，ますます困難

となることを認めなければならない．

         ま と め

 以上，昭和10年および昭和23年より39年にいた

る17年間の都道府県別粗出生率と粗死亡率間の相

関係数を，さらに昭和10年，25年，30年，35年に

ついては9eneral fertility rateと訂正死亡率間

の相関係数を順位相関法により算出し，検討を加

え，さらに昭和37年では女子人口の年令溝成を訂

正した都道府県別訂正出生率と訂正死亡率を算出

して，粗率との関係を比較検討し，同様出生率，

死亡率間の相関をみた．その結果，

 1）粗率間の相関は，年次的にみると，本来の

姿であろうと思われる多産二死，少産少死の平行

関係である正の相関は徐々に失われ，昭和35年以

後は高度の逆相関を示すことがわかった．

 2）訂正出生率と訂正死亡率間の相関係数は，

粗率間の正負に関係なく，一様に高度の正の相関

を示し，粗率間のみかけ上の関係は，全く近年の

農村生産年令人口の都市への移動にともなう人口

学的現象であることが明らかとなった．

 3）粗出生率と訂正出生率問の相関は，昭和37

年0．410，粗死亡率，訂正死亡率闇の相関は0・229

で，地域の真の出産力や死亡の状態は粗率では全

く知ることができない．

 今後さらに農村の崩壊と商工業都市への人口集

中がすすめば，訂正率と粗率の関係はますますは

なれ，両者は全くカテゴリーを異にした指標であ

ることを認識しなければならない・

 とまれ，年次的には多産多食より少産少死の安

定へと急速な歩みをたどりつつあるわが国では，

地域による段階の差こそあれ，その横断面におい

ても同様，出生と死亡は平行関係にあることを証

明しえたと考える．

 （稿を終るにあたりご校閲をたまわった吉岡博人教授

に深謝します．）
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